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本日の説明の流れ

１. 説明会の位置づけ・今後の予定

２. 事業概要及び整備効果・構造概要

広島南道路(木材港西～廿日市)

都市計画道路 地御前串戸線

３. 機能復旧

４. 用地幅杭

５. 環境の変化

６. 都市計画事業承認／事業認可

７. 用地補償の流れ
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１.説明会の位置づけ・今後の予定

国土交通省 広島国道事務所
廿日市市



１．説明会の位置づけ・今後の予定
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③都市計画事業承認
都市計画事業認可

①現地作業の説明会 ⑩補償説明・契約締結

②測量・地質等調査

⑥幅杭打設・復元測量

⑪物件移転・土地の引き渡し

④詳細構造の設計

⑤設計説明会

⑫工事説明会・工事着手

R7.6（今回）

R4
年
度

～

事業概要、現地調査のお願い等

※今後も必要な段階で説明会などを行う予定です。

基準点・地形測量や
地質調査等を実施

調査結果を元に、橋梁や切土
法面、機能復旧等の詳細構造を
設計します。

新しい道路に必要な
幅や、地元の方が
利用されている道路、
水路等について、
関係者の皆様に説明します。

現在

復元測量を行い、
用地幅杭を設置
します。

⑦境界立会
地権者の方に現地で用地幅杭
及び境界を確認していただき
ます。

⑧用地測量
立会頂いた境界の
測量を行います。

⑨物件調査
移転対象となる建物や工作物、
墳墓等の調査を行います。

調書の確認・補償金の算定を
経て個別に補償説明を行います。
協議が整いましたら契約を締結し、
国においてお譲りいただいた
土地の所有権移転登記を行います。

所有者の方において建物等の物件の
移転をして頂き、契約に基づき土地
を引き渡していただきます。

関係者の皆様に工事内容
を説明の上、工事に着手
します。

⑬完成・開通

R4.9

R7.2

R6.12
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２.事業概要及び整備効果・構造概要
（広島南道路(木材港西～廿日市)）

国土交通省 広島国道事務所



２．広島南道路（木材港西～廿日市） 事業概要

4

・一般国道２号は、大阪府大阪市から福岡県北九州市へ至る延長約680㎞の主要幹線道路です。

・広島南道路(木材港西～廿日市)は、広島県廿日市市木材港南から広島県廿日市市地御前北一丁目

を結ぶ延長1.5kmの道路であり、高規格道路「東広島廿日市道路」の一部を構成します。

山口県

広島県

島根県

鳥取県

岡山県

広島南道路（木材港西～廿日市）

一般国道２号
ひろしまみなみ は つ か い ちも く ざ い こ う に し

東広島廿日市道路
ひがしひろしま はつかいち

広島南道路

延長7.7km延長9.6km

東広島バイパス 安芸バイパス

(

終)

広
島
県
廿
日
市
市
地
御
前
北
一
丁
目

（起
）広
島
県
廿
日
市
市
木
材
港
南

は
つ
か
い
ち

も
く
ざ
い
こ
う
み
な
み

は
つ
か
い
ち

じ

ご
ぜ
ん

き
た

延長1.5km

もくざいこうにし はつかいち

（木材港西～廿日市）

ひろしまみなみ ひがしひろしま あ き

東広島廿日市道路
ひがしひろしまはつかいち

延長14.8km
広島南道路
ひろしまみなみ

高規格道路

直轄国道

補助国道

対象区間

(開通済み)

(着手中区間)

(調査中区間)

(開通済み)

(着手中区間)

【凡 例】

ひ が し ひ ろ し ま は つ か い ち

お お さ か お お さ か ふ く お か きたきゅ うしゅ う

ひ ろしまみなみ も く ざ い こ う に し は つ か い ち ひ ろ し ま は つ か い ち も く ざ い こ う み な み ひ ろ し ま は つ か い ち じ ご ぜ ん き た

平成25年度開通



２．広島南道路（木材港西～廿日市） 事業概要

•広島南道路（木材港西～廿日市）は、本線立体構造の自動車専用道路として整備します。
•道路整備により、廿日市市内の交通混雑の緩和、交通安全の確保、地域経済活動支援等の
効果が期待されます。
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■ 縦断図

ひ ろ し ま みなみ も く ざ い こ う に し は つ か い ち

■ 平面図

至
広
島
市

至
廿
日
市
Ｊ
Ｃ
Ｔ

地御前JCT（仮称）

廿日市IC(料金所)

※有料道路事業の活用による整備を今後検討予定
橋脚位置等の詳細な設計内容については今後検討

至大竹市

至広島市

※廿日市ICと西広島バイパスを

結ぶランプについては、

現在機能として既に

確保されているため

当面整備は行わない予定

N

■ 標準断面図

橋梁部

※当面は２車線で運用（ランプ接続部分等は4車線整備）

土工部

区 間
広島県廿日市市木材港南～

広島県廿日市市地御前北一丁目

計 画 延 長 1.5km

設 計 速 度 80km/h

車 線 数 暫定2車線

計画交通量

約4,700～約6,000台/日（有料）

計画概要
ひろしま はつかいち もくざいこうみなみ

ひろしま はつかいち じごぜん きた

乗用車 小型貨物 普通貨物

約3,400台/日 約600台/日 約2,000台/日

3.5 3.5

1.25        7.0           1.25

9.5

3.5 3.5

1.25 7.0         1.25

9.5

単位：ｍ

単位：ｍ



２．広島南道路（木材港西～廿日市） ルート概要
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今後の関係機関等との調整により変更の可能性があります。

木材港南２番交差点

廿日市浄化センター

ゆめタウン廿日市

廿日市市パークゴルフ場

JA広島総合病院

JR山陽本線

広島電鉄宮島線

金剛寺小学校 西広島バイパス

野坂中学校

廿日市市役所

至広島市

至大竹市

至廿日市JCT

至
広
島
市

廿日市IC

国道２号（宮島街道）

地御前出入路（仮称）交差点



２．広島南道路（木材港西～廿日市） ルート概要
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今後の関係機関等との調整により変更の可能性があります。

木材港南２番交差点

廿日市浄化センター

ゆめタウン廿日市

廿日市市パークゴルフ場JA広島総合病院

JR山陽本線

広島電鉄宮島線

金剛寺小学校

廿日市IC

西広島バイパス

野坂中学校

廿日市市役所

地御前小学校

至広島市

至大竹市

至
廿
日
市
J
C
T

至広島市

国道２号（宮島街道）

地御前出入路（仮称）交差点



２．広島南道路 事業の整備効果：交通の円滑化
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E2

廿
日
市
Ｉ
Ｃ

廿日市
JCT

宮島SIC

廿日市市

広島市
佐伯区

西広島バイパス

広島南道路(側道部)

N

上平良

至 五日市ＩＣ

至 大竹市

至

東
広
島
市

写真①

か み へ ら

至

東
広
島
市

所要時間

（分）

６

整備前 整備後

５

４

３

２

１

０

木材港西出入路（仮称）
～廿日市IC

1 分

5
短 縮

約 分

6 分

整備前 ：ETC2.0プローブデータ（R6.4～R7.3平日）

ピーク時(7,8,17,18時)平均

整備後：広島南道路利用区間 (L=1.5km）を

速度70km/hで算出

木
材
港
西
出
入
路

（
仮
称
）

・速達性の高い道路ネットワークが形成されることで、廿日市市街地の速度低下区間を
回避でき、木材港西出入路（仮称）から廿日市ICへの所要時間が約5分短縮します。

高速道路

有料道路

一般国道
（直轄管理区間）

4車線以上 2車線以下

一般国道
（直轄管理区間外）

主要地方道

一般県道

主要渋滞箇所

整備前ルート

整備後ルート

凡 例

写真① R7.5.22(⽊) 8時台

至

大
野
Ｉ
Ｃ

至 廿日市IC

上平良交差点の渋滞状況

右折交通が
渋滞
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２．広島南道路 事業の整備効果：周辺道路の交通安全性の向上

廿日市ICアクセス経路の事故類型

（%）

100

全国平均

木材港西出入路（仮称）～廿日市IC

資料：ＩＴＡＲＤＡデータ（H28～R5）

全国平均／令和5年度交通統計掲載のH28～R5年の値

廿日市ICアクセス経路／西広島バイパス平面部、(－)廿日市港線

80

60

40

20

0

車輛単独

その他

右左折

出合頭

追突

正面衝突

人対車両

(3,005,799件) (72件)

追突
事故が

約6割

33.3%
59.7%

廿日市市

広島市佐伯区

N

ひろしま さえき

みやうち
宮内
172.6件/億台キロ

（12件）

上平良
208.7件/億台キロ

か み へ ら

（18件）

串戸陸橋南分岐
510.8件/億台キロ
（2件）

串戸陸橋北合流
74.7件/億台キロ
（3件）

至

大
竹
市

至

東
広
島
市

至

東
広
島
市

至 五日市ＩＣ

至

廿
日
市
Ｊ
Ｃ
Ｔ

・新たな道路ネットワークが形成されることで、死傷事故率の高い事故危険区間を回避し、
また、交通の転換により、事故危険区間の交通量が減少することで安全性が向上します。

木材港西出入路（仮称）

廿
日
市
Ｉ
Ｃ

死傷事故率（件/億台キロ）

H28～R5の死傷事故件数

廿日市ICアクセス経路

凡 例

資料：死傷事故率
/ITARDAデータ（H28～R5）

木材港南2番付近
602.4件/億台キロ

もくざいこうみなみ

（2件）



1210

２．広島南道路 事業の整備効果：物流効率化による地域経済活動の支援

高速IC10分圏域

64%29
増 加

%

（％）

整備前 整備後

60

40

20

0

35%

80

広島南道路（木材港西出入路（仮称）～廿日市IC）整備における高速IC10分圏域の変化

至 五日市ＩＣ

至 大竹市

廿
日
市
Ｉ
Ｃ

広島南道路（木材港西出入路（仮称）～廿日市IC）
整備により新たに高速IC10分圏域となる範囲

工業用地 資料：国土数値情報 工業用地データ

高速IC10分圏域

凡 例

高速IC10分圏域（％）の算定範囲

・主要な産業拠点である臨海部の工業地域や港湾施設等について高速道路とのアクセス性が
向上することで、臨海部(右図赤枠内)における高速IC10分圏域が29％増加し、物流活動の
効率化が図られ、地域経済活動を支援します。

至

東
広
島
市

整備前 ：ETC2.0プローブデータ（R6.4～R7.3）

昼間12時間平均より作成

※広島南道路(側道部)は速度40km/h、

市道は速度20km/hで設定

整備後：上記のうち、広島南道路(木材港西出

入路(仮称)～廿日市)利用区間（L=1.5km）

は速度70km/hで設定

※高速ＩＣ10分圏域の割合は、宮島街道以南

（位置図の赤枠内）を臨海部として算出



２．広島南道路（木材港西～廿日市） 構造概要
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（３）ランプ部

（２）橋梁部

（１）土工部

3.5         3.5

1.25            7.0           1.25

9.5 A規格

B規格

暫定形

完成形

1.5    3.25   0.75

5.5

3.5 3.5 1.25

8.25              2.25              8.25  

18.75

1.5      3.5    1.0

6.0

3.5 3.5

1.25 7.0           1.25

9.5

1.25 3.5 3.5 1.25

該当区間
木材港西出入路（仮称）ON・OFFランプ

該当区間
地御前出入路（仮称）ON・OFFランプ
地御前JCT(仮称) Eランプ・Fランプ

0.5   0.5

単位：ｍ 単位：ｍ

単位：ｍ

暫定形



２．広島南道路（木材港西～廿日市） 構造概要

ゆめタウン廿日市

位置図

廿日市浄化センター

至広島市

廿日市市パークゴルフ場

広島電鉄宮島線

JR山陽本線

JA広島総合病院

嘉永大橋

至大竹市

至
廿
日
市
Ｊ
Ｃ
Ｔ

木材港２番交差点

廿日市市役所

12

現況（木材港南２番交差点付近） ゆめタウン廿日市

嘉永大橋

至
廿
日
市
Ｊ
Ｃ
Ｔ

単位：ｍ横断図（A-A'）

パース視点

将来（木材港南２番交差点付近） ゆめタウン廿日市

嘉永大橋

至
廿
日
市
Ｊ
Ｃ
Ｔ

木材港南２番交差点

至広島市

至広島市



２．広島南道路（木材港西～廿日市） 構造概要
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至
広
島
市

地御前出入路（仮称）交差点

広島電鉄宮島線

JR山陽本線

至大竹市

JA広島総合病院

国道２号（宮島街道）

地御前ハイツ

金剛寺小学校

JA広島病院前駅

位置図

至
廿
日
市
Ｊ
Ｃ
Ｔ

JA広島総合病院

地御前出入路（仮称）交差点

至広島市

藤掛橋

至広島市

至大竹市

現況（地御前出入路(仮称)交差点付近）

将来（地御前出入路(仮称)交差点付近）

JA広島総合病院

至廿日市JCT

藤掛橋

JR山陽本線

至広島市

至大竹市

表示範囲

パース視点

単位：ｍ

3.5 0.5 3.0 3.0 0.5 3.5
14.0

横断図（A-A'）

広島南道路

1
7
.0

至広島市



２．広島南道路（木材港西～廿日市） 構造概要
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金剛寺小学校

西広島バイパス

野坂中学校

広島岩国道路

廿日市IC料金所

至
広
島
市

至大竹市

至広島市

至
廿
日
市
Ｊ
Ｃ
Ｔ

地御前ハイツ
位置図 現況（地御前JCT（仮称）付近）

金剛寺小学校

地御前ハイツ

至大竹市

至広島市

至
広
島
市

至
廿
日
市
Ｊ
Ｃ
Ｔ

将来（地御前JCT（仮称）付近）

Eランプ

Fランプ

広島南道路

金剛寺小学校

地御前ハイツ

至
広
島
市

至
廿
日
市
Ｊ
Ｃ
Ｔ 至大竹市

至広島市
Fランプ

Eランプ

広島南道路

3.5     3.5

1.25     7.0      1.25

9.5

1.5  3.25  0.75

5.5

1.5  3.25  0.75

5.5

単位：ｍ

5
.0

1
3
.0 1
6
.0

1
1
.0

パース視点

横断図（A-A'）



２．広島南道路（木材港西～廿日市） 構造概要

将来（木材港南２番交差点付近）

現在（木材港南２番交差点付近）
ゆめタウン廿日市

位置図

廿日市浄化センター

至広島市

廿日市市パークゴルフ場

広島電鉄宮島線

JA広島総合病院

嘉永大橋

至大竹市

至
廿
日
市
Ｊ
Ｃ
Ｔ

木材港南２番交差点

廿日市市役所

木材港西出入路（仮称）ONランプ

廿
日

市
港

線嘉永大橋

木材港南２番交差点

至広島市

至広島市

至廿日市ＪＣＴ

至広島市

嘉永大橋

木材港南２番交差点

廿
日

市
港

線

嘉永大橋
パース視点

木材港西出入路（仮称）ON・OFFランプが取りつくため、停止線の位置を南側へ変更

木材港西出入路（仮称）ONランプへの導流のため、直左車線を付替え

現況車道
現況歩道
計画車道
計画歩道

15



２．広島南道路（木材港西～廿日市） 構造概要

16

位置図

至
広
島
市

地御前出入路（仮称）交差点
広島電鉄宮島線

JR山陽本線

至大竹市

JA広島総合病院

国道２号（宮島街道）

地御前ハイツ

金剛寺小学校

JA広島病院前駅

位置図

至
廿
日
市
Ｊ
Ｃ
Ｔ

将来（地御前出入路（仮称）交差点付近）

現況（地御前出入路（仮称）交差点付近）

地御前出入路（仮称）交差点

国道２号（宮島街道）

藤掛橋

地御前出入路（仮称）ONランプ

地御前出入路（仮称）OFFランプ

国道２号（宮島街道）

藤掛橋

JA広島総合病院

地御前出入路（仮称）交差点

藤掛橋

至広島市

至大竹市

地御前出入路（仮称）ONランプ

地御前出入路（仮称）OFFランプ

至広島市至大竹市

至広島市至大竹市

路面標示：ゆずりあい

地御前出入路（仮称）交差点と近接しており、
右折滞留長を確保するため信号を撤去し、
ゆずりゾーンを設ける

広
島

南
道

路

表示範囲

パース視点

現況車道
現況歩道
計画車道
計画歩道

信号撤去

至広島市



２．広島南道路（木材港西～廿日市） 構造概要

17

金剛寺小学校

野坂中学校

広島岩国道路

廿日市IC料金所

至
広
島
市

至大竹市

至広島市

至
廿
日
市
Ｊ
Ｃ
Ｔ

西広島バイパス

地御前ハイツ位置図 現在（西広島バイパス接続部）

広島南道路

Eランプ

Fランプ

Eランプ

Fランプ

西広島バイパス

金剛寺小学校

西広島バイパス

金剛寺小学校

至大竹市

至広島市

至大竹市

至広島市

地御前第一トンネル

至大竹市

至
広
島
市

至
廿
日
市
Ｊ
Ｃ
Ｔ

将来（西広島バイパス接続部）

パース視点

現況車道 計画車道
現況歩道 計画歩道
計画盛土 計画切土

至広島市
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廿日市市

２.事業概要及び整備効果・構造概要
（都市計画道路地御前串戸線）



Ⓐ

２．都市計画道路地御前串戸線 事業概要

・地御前串戸線は、地御前一丁目(国道２号)から串戸五丁目(串戸六丁目５番交差点)へ至る延長約800mの都市計画道路です。
・その内、今回の事業は未完成区間である地御前一丁目（国道２号）から串戸四丁目(串戸四丁目交差点)を結ぶ延長400mを
整備します。

・本路線を整備することにより、廿日市市内における機能的な幹線道路ネットワークの形成や、広島南道路への
ICアクセス性の向上を図ります。

じ ご ぜ ん く し ど せ ん

Ⓐ串戸四丁目交差点付近

整備完了区間

整備済

串戸港

串戸六丁目

串戸四丁目

地御前二丁目

地御前一丁目

串戸五丁目

19

地御前出入路（仮称）交差点



２．都市計画道路地御前串戸線 事業概要

•今回の事業を行う未完成区間【延長400ｍ】は、大部分が広島南道路の高架下を通る道路となります。

•地御前串戸線は、車道が片側１車線の２車線で、歩道は両側歩道の道路となります。

•広島南道路及び国道２号（宮島街道）への円滑な連絡の強化が図られます。

•鉄道（ＪＲ・広島電鉄）との交差部については、線路下を立体交差で整備することにより、踏切を通らない
ため、地域内交通の円滑化、災害時や緊急時の救急活動等の迅速な対応が期待されます。

•JR宮内串戸駅周辺道路との接続により、交通結節点である駅へのアクセスの改善・ターミナル機能の強化が
図られます。

•道路の両側に広い歩道を設置することにより、安全な歩行空間を確保することができます。

■ 参考図

20

２．都市計画道路地御前串戸線 事業の整備効果

国道２号（宮島街道）

藤掛橋

御手洗川

至
広
島
市

至
大
竹
市



２．都市計画道路地御前串戸線 航空写真

21

御手洗川

地御前串戸線

藤掛橋

一般部 立体交差部 一般部

至大竹市

至広島市



２．都市計画道路地御前串戸線 構造概要

（１）一般部

22

（２）一般（鉄道交差）部

JR・広電

3.5 0.5 3.0  3.0 0.5 3.5

14.0

単位：ｍ

6
.0

8
.5

3.5 0.5 3.0   3.0 0.5 3.5

14.0

広島南道路
広島南道路



２．都市計画道路地御前串戸線 構造概要
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至
広
島
市

地御前出入路（仮称）交差点

広島電鉄宮島線

JR山陽本線

至大竹市

JA広島総合病院

国道２号（宮島街道）

地御前ハイツ

金剛寺小学校

JA広島病院前駅

位置図

至
廿
日
市
Ｊ
Ｃ
Ｔ

現況（地御前串戸線（立体交差部））

藤掛橋

JR山陽本線

至広島市

単位：ｍ

広島南道路

6
.0

地御前串戸線

3.5 0.5 3.0 3.0 0.5 3.5
14.0

表示範囲

パース視点

至広島市

将来（地御前串戸線（立体交差部））

地御前出入路（仮称）交差点

藤掛橋

JR山陽本線

横断図（A-A'）

至大竹市

至大竹市

至広島市



２．都市計画道路地御前串戸線 構造概要
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至
広
島
市

広島電鉄宮島線

JR山陽本線

至大竹市

JA広島総合病院

国道２号（宮島街道）

地御前ハイツ

金剛寺小学校

位置図

至
廿
日
市
Ｊ
Ｃ
Ｔ

単位：ｍ

広島南道路

3.5  0.5 3.0     3.0    3.0  0.5  3.5

17.0

2
2
.0

地御前串戸線

JA広島病院前駅

地御前出入路（仮称）交差点

現況（地御前串戸線（立体交差部））

表示範囲

パース視点

将来（地御前串戸線（立体交差部））横断図（A-A'）

至広島市
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３.機能復旧

国土交通省 広島国道事務所
廿日市市



３．機能復旧

広島南道路及び地御前串戸線を整備する際に、現状、利用が可能であった機能が失われた
場合に、同等の機能（車道・歩道・水路等）を復旧します。
但し、廃止する箇所（藤掛橋東詰交差点、JR・広島電鉄の踏切、市道）も一部ございます。

機能復旧の設計の考え方
■市道

現況の市道（車道・歩道）・その他の道路（車道、歩道）は、現況幅員相当で復旧
現況の水路は、車道・歩道の機能復旧に合わせて現況機能相当で復旧

具体例（概念図）

26

現況

車両動線

現道

将来

車両動線

赤の計画道路により現道が通行できなくなるため、
黄の付替道路を整備
黄の付替道路に合わせて青の付替水路を整備

現況水路
現況水路

付替水路



３．機能復旧 ～扇園～

＜将来＞

27

＜現況＞
藤掛橋

至広島市

至
廿
日
市
J
C
T

国
道

２
号

（
宮

島
街

道
）

藤掛橋

凡例

車両・歩行者動線

歩行者動線

至広島市

至
廿
日
市
J
C
T

凡例

車両・歩行者動線

歩行者動線

交差点が近接し事故等のリスクを無くすため車両通行を禁止する（歩行者のみ通行可）

国
道

２
号

（
宮

島
街

道
）



３．機能復旧 ～金剛寺東～

＜将来＞

28

御手洗川地御前出入路（仮称）交差点

御手洗川

至
廿
日
市
J
C
T

至広島市

踏切廃止

至
廿
日
市
J
C
T

至広島市

地御前串戸線

＜現況＞

車両動線は今まで通り変わらない
但し、藤掛橋東詰交差点の信号及び
横断歩道を撤去することで、
歩行者動線が変更となる

地御前串戸線の整備により踏切を渡らずに横断が可能となり、
事故等のリスクを無くすため廃止

凡例

車両・歩行者動線

歩行者動線

凡例

車両・歩行者動線

歩行者動線

路面高に高低差が生じるため
地御前串戸線歩道部との出入り不可

交差点が近接し事故等のリスクを無くすため車両通行を禁止する（歩行者のみ通行可）

広島南道路・地御前串戸線の
整備により一部廃止

地御前串戸線

立体交差部との視認性より
事故等のリスクを無くすため
車両通行を禁止する
（歩行者のみ通行可）



３．機能復旧 ～地御前ハイツ～

＜将来＞

29

＜現況＞

至
廿
日
市
J
C
T

至広島市

至大竹市

至広島市

至大竹市

至広島市

広島南道路

広島南道路

①

至
廿
日
市
J
C
T

②②

①

凡例

車両・歩行者動線

歩行者動線

凡例

車両・歩行者動線

歩行者動線

至広島市



３．機能復旧 ～地御前ハイツ～

＜将来＞

30

＜現況＞

至大竹市

至広島市

至
廿
日
市
J
C
T

至大竹市

至広島市

至
廿
日
市
J
C
T

Fランプ

金剛寺小学校

金剛寺小学校

Eランプ

FランプEランプ

凡例

車両・歩行者動線

凡例

車両・歩行者動線



３．機能復旧 ～砂畠・野坂・後町～

＜将来＞
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＜現況＞

至大竹市

至広島市

至大竹市

至広島市

西広島バイパス

西広島バイパス

①

①

バス停移設

バス停移設

②

① 施工例

②

②

②

墓地移転に伴い、
利用者がいなくなるため廃止

西広島バイパス拡幅により、函渠を延伸し坂路を改築

凡例

車両・歩行者動線

歩行者動線

車両・歩行者動線

歩行者動線

凡例
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４.用地幅杭

国土交通省 広島国道事務所
廿日市市



４．用地幅杭

（1）幅杭とは

・幅杭は、道路に必要となる範囲を示す杭（黄杭）です。
・確認を頂いた設計を基に、現地に幅杭を打設します。
・幅杭は20.0m間隔で設置します。（横断測量実施位置）
※但し、曲線部や擁壁等の折れ点がある場合は、20.0m
よりも短い間隔で設置することがあります。

・家屋等の建物や駐車場等、設置場所によっては設置方法が
異なります。

33

家屋等がある場合

歩道上には控え杭が設置されます

(建物の中に入る場合)

(控杭設置)

（金属鋲）

たたき等（コンクリート）の場合

（刻印またはペイント）

幅杭

（金属鋲またはペイント）

駐車場等（アスファルト）の場合

地面（土）の場合

（木杭）
地面（砂利、駐車場等）の場合

（金属鋲）

御手洗川

広
島

電
鉄

宮
島

線

＜幅杭設置例＞

地御前串戸線

用地買収線



４．用地幅杭

（2）幅杭の設置位置と余裕幅

・用地幅杭は、構造必要幅に施工余裕や地形・地質状況を考慮し、

余裕幅を持たせて決定します。

・余裕幅は地形条件や道路構造により決定しています。

34

道路構造 山地部 平地部 備考

切土部 切土高 5.0m未満 ⇒余裕幅 1.5m
5.0m以上10.0m未満 ⇒余裕幅 2.0m
10.0m以上20.0m未満 ⇒余裕幅 4.0m
20.0m以上 ⇒余裕幅 5.0m

盛土部 盛土高 5.0m未満 ⇒余裕幅 1.0m
5.0m以上10.0m未満 ⇒余裕幅 2.0m 余裕幅 0.5m

橋梁部 余裕幅 1.0m 余裕幅 0.5m

環境施設帯 10.0m 車道端より



1.5    3.25  0.75
5.5

1.0    3.0 3.0

４．用地幅杭

（3）切土部の幅杭
・山地部の余裕幅
‣切土高さ5.0ｍ未満は余裕幅1.５ｍ
‣切土高さ5.0ｍ以上10.0m未満は余裕幅2.0m
‣切土高さ10.0ｍ以上20.0m未満は余裕幅4.0m
‣切土高さ20.0ｍ以上は余裕幅5.0m

【概略図】
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のり肩余裕幅

用地幅杭

用地幅杭

余裕幅
※ラウンディング幅は除く

※ラウンディング：地山が不安定で崩壊しやすい切土法面の
法肩や両端部の角に丸みを与える作業のこと

単位：ｍ



４．用地幅杭

（4）盛土部の幅杭 【概略図】

用地幅杭

余裕幅

・山地部の余裕幅
‣盛土高さ5.0ｍ未満は余裕幅1.0ｍ
‣盛土高さ5.0ｍ以上10.0m未満は余裕幅2.0ｍ

・平地部の余裕幅
‣余裕幅は0.5ｍ

0.75 0.75  3.25 1.5 0.75

5.5

余裕幅

用地幅杭

36

単位：ｍ



3.5 3.5

1.25 7.0           1.25

9.5

（5）橋梁部の幅杭
・橋梁部の余裕幅
‣山地部の余裕幅は1.0ｍ
‣平地部の余裕幅は0.5m

【概略図】
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４．用地幅杭

用地幅杭

余裕幅 余裕幅

用地幅杭

余裕幅1.0m 山地部
0.5m 平地部

単位：ｍ



第1種住居地域

【環境施設帯を設置する用途地域】
・第1種低層住居専用地域
・第2種低層住居専用地域
・第1種中高層住居専用地域
・第2種中高層住居専用地域
・その他良好な住居環境を保全する必要がある地域

至
広
島
市

至
廿
日
市
Ｊ
Ｃ
Ｔ

４．用地幅杭

（6）環境施設帯

38

・車道端から幅10.0mを環境施設帯として設置
広島南道路

第1種中高層住居専用地域

第1種住居地域

凡例

環境施設帯とは、幹線道路の沿道の生活環境を
保全するための道路の部分をいう。

第1種中高層住居専用地域

環境施設帯を設置する範囲

商業地域

近隣商業地域

工業地域

準工業地域

環境施設帯 環境施設帯

単位：ｍ
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５.環境の変化

国土交通省 広島国道事務所
廿日市市



５.環境対策 ①対象地区

40

：高架計画区間

：ﾗﾝﾌﾟ計画区間

：街路計画区間

•環境影響予測の対象となる地区は、以下に示す６地区です。

地御前ハイツ
金剛寺東

扇園

砂畠

野坂
後町

：高架計画区間

：ﾗﾝﾌﾟ計画区間

：街路計画区間

廿日市市役所

JA広島総合病院

金剛寺小

廿日市浄化センター

広電地御前駅

広電JA広島病院前

広電宮内駅

宮内串戸駅

野坂中



５.環境対策 ②交通量

41

地御前ハイツ
金剛寺東

扇園

砂畠

野坂
後町

廿日市市役所

JA広島総合病院

金剛寺小

廿日市浄化センター

広電地御前駅

広電JA広島病院前

広電宮内駅

宮内串戸駅

野坂中

•予測される将来交通量は、Ａ断面は現状より約１.２５倍に増加します。
•また、Ｂ断面では現状よりも約０.７５倍に減少します。

：高架計画区間

：ﾗﾝﾌﾟ計画区間

：街路計画区間
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Ａ

②・③ ①
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⑤

Ｂ 国道２号
（宮島街道）

Ａ 国道2号
（⻄広島バイパス）

②広島南道路
（本線部）

③地御前出入路(仮称)
（ランプ部）

④地御前ＪＣＴ(仮称)
（ランプ部）

③地御前串戸線⑤廿日市ＩＣ
（ランプ部）
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①木材港西出入路(仮称)
（ランプ部）
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※予測値は以下の条件で算定しています。
・将来交通量は、H27センサスベースR22推計
(有料化、暫定2車線を想定)を使用

・交通量配分は、現地調査結果並びに交通センサス
調査結果を用いて配分率を算出
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５.環境対策 ②騒音（基準値）

沿道の用途地域 類型指定

近隣商業地域
商業地域

準工業地域 Ｃ類型

工業地域

住居地域
Ｂ類型

準住居地域

住居専用地域 Ａ類型

環境基準

昼間/夜間
65/60 dB

昼間/夜間
65/60 dB

昼間/夜間
60/55 dB

昼間/夜間
70/65 dB

幹線交通に
近接する空間

道路に面する地域

道路端

•騒音の基準値としては、環境基本法第１６条第１項の規定に基づき定められている「騒音に係る環境基準につ
いて（平成１０年９月３０日 環告６４）」があります。同基準に示される基準値は下表のとおりです。

地域の区分
基準値

昼 間 夜 間

A地域のうち2車線以上の車線を有する道路に面する地域 60dB以下 55dB以下

B地域のうち2車線以上の車線を有する道路に面する地域
及びC地域のうち車線を有する道路に面する地域

65dB以下 60dB以下

表-1 騒音に係る環境基準（道路に面する地域）

注1）Ａをあてはめる地域は、専ら住居の用に供される地域とする。
Ｂをあてはめる地域は、主として住居の用に供される地域とする。
Ｃをあてはめる地域は、相当数の住居と併せて商業、工業等の用に供される地域とする。

注2）時間区分 昼間 6:00～22:00 夜間 22:00～6:00

基準値

昼 間 夜 間

70dB以下 65dB以下

表-2 騒音に係る環境基準
（幹線交通を担う道路に近接する空間）

注1）時間区分 昼間 6:00～22:00 夜間 22:00～6:00

ただし、幹線交通を担う道路に近接する空間については、左表
に関わらず、特例として下表-2に示す基準値とする。

＜環境基準抜粋＞

※用途地域と環境基準の関係

幹線交通を担う道路とは︖
→⾼速⾃動⾞国道、⼀般国道、都道府県道、
４⾞線以上の市町村道

幹線交通を担う道路に近接する空間とは︖
→2⾞線以下の道路の場合、道路端から15ｍ
2⾞線を超える道路の場合、道路端から20ｍ

道路に⾯する地域とは︖
→道路交通騒⾳が⽀配的な⾳源である地域
なお、「道路から○ｍ」という決まりはない。
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５.環境対策 ③騒音（予想結果①）
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⾦剛寺東② 昼間:1階 昼間:2階
夜間:1階 夜間:2階(dB) 基準値 昼間 夜間
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測定位置 近接空間 ⾯する地域

現況値 予測値

地御前ハイツ 昼間:1階 昼間:2階
夜間:1階 夜間:2階(dB) 基準値 昼間 夜間

•予測対象地区のうち、扇園、金剛寺東、地御前ハイツは対策なしで環境基準を下回ります。

：高架計画区間

：ﾗﾝﾌﾟ計画区間

：街路計画区間

：測定位置

：予測位置

※予測値は各地区の最大値をとる代表地点の値を示しています。



５.環境対策 ③騒音（予測結果②）
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予測値
(対策有)

予測値
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予測値
(対策有)

現況値 近接空間 ⾯する地域

後町 昼間:1階 昼間:2階
夜間:1階 夜間:2階(dB)

基準値 昼間 夜間
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測定位置 予測値
(対策無)

予測値
(対策有)

予測値
(対策無)

予測値
(対策有)

現況値 近接空間 ⾯する地域

砂畠 昼間:1階 昼間:2階
夜間:1階 夜間:2階(dB)

基準値 昼間 夜間
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67 65

60 60
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測定位置 予測値
(対策無)

予測値
(対策有)

予測値
(対策無)

予測値
(対策有)

現況値 近接空間 ⾯する地域

野坂 昼間:1階 昼間:2階 昼間:3階 夜間:4階
夜間:1階 夜間:2階 夜間:3階 昼間:4階(dB)

基準値 昼間 夜間

•砂畠は対策なしでは環境基準を上回りますが、対策（次頁に記載）することで下回ります。
•野坂、後町では、対策（次頁に記載）有りで、現況値を下回る結果となります。

※予測値は各地区の最大値をとる代表地点の値を示しています。

：高架計画区間

：ﾗﾝﾌﾟ計画区間

：街路計画区間

：測定位置

：予測位置



５.環境対策 ③騒音（遮音壁による対策）

•本線部とランプ部について、環境基準を上回る箇所は下記の環境対策を実施します。

本線部遮音壁
（高さ３ｍ）

ランプ部遮音壁
（高さ３ｍ）

本線部イメージ

ランプ部イメージ

本線部遮音壁

ランプ部遮音壁

御手洗川

遮音壁により音が回り込む

騒音の低減

遮音壁による
音の回折イメージ

遮音壁なし：
音の直達経路が短く
大きな音が伝わる

遮音壁あり：
音が回折して減衰し
小さくなる
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５.環境対策 ④振動（要請限度）

46

•振動の規制値としては、振動規制法第１条及び第３条の規定に基づき定められている振動規制法施行規則の要
請限度があります。同規則に示される要請限度は下表のとおりです。

地域の区分
要請限度

昼 間 夜 間

第一種区域 60dB以下 55dB以下

第二種区域 65dB以下 60dB以下

表-1 振動規制法の要請限度

注1）第一種区域 良好な居住の環境を保全するため、特に静穏の保持を必要とする区域及び居住の用に供されているため、
静穏の保持を必要とする区域

第二種区域 居住の用に併せて商業、工業等の用に供されている区域であって、その区域内の住民の生活環境を保全
するため、振動の発生を防止する必要がある区域及び主として工業等の用に供されている区域であって、
その区域内の住民の生活環境を悪化させないため、著しい振動の発生を防止する必要がある区域

注2）時間区分 昼間 6:00～22:00 夜間 22:00～6:00

※振動予測の考え方（例：切土部の場合）

①【振動基準点：位置は道路構造により決定】
交通量や車速に応じて振動基準点での振動レベルが決まる。

②【距離による振動レベルの減衰】
振動基準点から離れると振動レベルが減衰する。

家屋家屋

振 動
小大



５.環境対策 ④振動（予測結果）
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昼間（6〜22時） 夜間（22〜6時）(dB) 要請限度 昼間 夜間

•振動については、全ての地区で振動規制法の要請限度を下回る予測となります。

※予測値は各地区の最大値を取る代表地点の値を示しています。

：高架計画区間

：ﾗﾝﾌﾟ計画区間

：街路計画区間

：測定位置

：予測位置



５.環境対策 ⑤大気質（予測項目）

48

•整備後において、自動車の走行に伴い大気質への影響の可能性がある物質として、「二酸化窒素（ＮＯ2）」
「浮遊粒子状物質（ＳＰＭ）」が挙げられることから、これらについて予測を行いました。

•これら２項目は「道路事業に係る環境影響評価の項目並びに当該項目に係る調査、予測及び評価を合理的
に行うための手法を選定するための指針、環境の保全のための措置に関する指針等を定める省令（Ｈ１
０建設省令第十号）」にて予測項目として定められているものです。

二酸化窒素（ＮＯ２）

浮遊粒子状物質（ＳＰＭ）

燃料に含まれる窒素化合物等が高温で燃える際に発
生する物質です。飛行機や自動車、家庭のコンロや
ストーブなどが発生源となります。

粒径10㎛（0.01mg）以下の粒子であり、大気中に浮遊
した状態で存在する物質です。自動車の排気ガス、自
然由来のもの（火山、森林火災等）があります。

排気ガス

排気ガス

アスファルト、
タイヤ摩耗

道路から発生した大気汚染物質について、各予測地
点まで風によって拡散しながら運ばれた際の濃度を
計算することにより行います。

予測対象物質について 予測の考え方

風によって拡散された大気
汚染物質が到達

様々な方向から吹く風

自動車の走行による大気汚染物質の排出



５.環境対策 ⑤大気質（予測結果）

49

•二酸化窒素（ＮＯ２）、「浮遊粒子状物質（ＳＰＭ）」ともに、全ての地区で環境基準を下回ります。

※1）予測値は、官民境界の地上1.5mで各地区の最大値をとる代表地点の値を示しています。
※2）NO2濃度は日平均値の年間98％値、 SPM濃度は日平均値の年間2％除外値です。

：高架計画区間

：ﾗﾝﾌﾟ計画区間

：街路計画区間

：測定位置

：予測位置
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＜予測結果（ＮＯ２）＞ ＜予測結果（ＳＰＭ）＞

※大気質の環境基準は以下のとおりです。

出典：大気汚染に係る環境基準」（環境省）

項目 環境基準

二酸化窒素
(S53. 7.11告示)

１時間値の１日平均値が0.04ppm
から0.06ppmまでのゾーン内又は
それ以下であること。

浮遊粒子状物質
(48. 5.8告示)

１時間値の１日平均値が
0.10mg/m3以下であり、かつ、１時
間値が0.20mg/m3以下であること。



５.環境対策 ⑥日照阻害

•国土交通省が設置する公共施設によって新たに発生する日陰については、日陰時間が５時間以上となる場合、
日陰により損害等が発生した場合は補償の対象となる場合があることから、道路整備による日陰発生状況につ
いて予測を行いました。

•予測の結果、西広島バイパス付近で１～２時間程度の日陰が新たに発生しますが、５時間以上の日陰は発生し
ないと予測されました。

＜整備前＞

＜整備後＞

整備後に日陰発生

御手洗川御手洗川

御手洗川御手洗川

○道路整備前に山陰が発生しない場合 ○道路整備前から山陰が発生している場合

日陰なし

＜整備前＞

＜整備後＞ 整備後に日陰発生するが、
元々山陰が発生していたた
め日陰時間は増加しない。

山陰あり
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５.環境対策 ⑦水質・底質（河川域）

51

•御手洗川の河川内での掘削や陸上の土工作業等に起因する濁水発生の可能性があります。
•工事排水（濁水）については、以下の配慮により適切に管理・処理することで水の濁りの影響を低減させます。

工事の実施 工事排水の管理・処理

排水

再利用

工事排水を御手洗川に放流後も、水
質について環境基準を満足するよう
に管理する予定としています。

放流水
合流

・工事排水は沈砂池等で適切に管理

環境に配慮した工事計画（案）

水処理施設のイメージ図

工事排水が環境保全目標値以下であることを
確認した上で公共用水域へ排水



５.環境対策 ⑦水質・底質（海域）

52

•御手洗川河口域や海域において、橋梁基礎工事等による改変、および工事に伴う濁水発生の可能性があります。
•上記箇所における橋脚設置箇所については、仮締め切等の実施により改変範囲を最小限に抑えます。
•工事排水（濁水）については、以下の配慮により適切に管理・処理することで水の濁りの影響を低減させます。

工事排水の管理・処理工事の実施

仮締め切のイメージ図 汚濁防止膜のイメージ図 水処理施設のイメージ図

改変範囲を
最小限化

工事排水の
適切な管理

・改変範囲、施工影響範囲の縮小
・工事排水は泥水を処理して排水する等、濁水をその
まま河川に流さないよう適切に管理

・周辺水域の水質モニタリングによる監視

環境に配慮した工事計画（案）

工事排水は適切に処理して排水

浮遊物質の
拡散抑制

工事排水を御手洗川に放流後も、水
質について環境基準を満足するよう
に管理する予定としています。
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６.都市計画事業承認／事業認可

国土交通省 広島国道事務所
廿日市市



６．都市計画事業承認（広島南道路（木材港西～廿日市市））

（１）概要

◎

はつかいち

至 廿日市JCT

は
つ
か
い
ち

至

廿
日
市
市

【申請範囲】
一般国道２号 広島南道路（木材港西～廿日市市）
事業範囲２．５１km

【名称】
広島圏都市計画道路事業１・４・００１号広島南道路
広島圏都市計画道路事業３・３・００２号庚午地御前線

都市計画事業承認とは、国の機関が国土交通大臣の承認を受けて、国の利害に重大な関係を有する
都市計画事業を施行することです。都市計画事業承認の対象区間は廿日市市木材港南地内から
廿日市市地御前北一丁目地内の延長1.94ｋｍ、廿日市市地御前北一丁目地内の延長0.57ｋｍです。

54



６．都市計画事業認可（地御前串戸線）

（１）概要

◎
はつかいち

至 廿日市JCT

は
つ
か
い
ち

至

廿
日
市
市

【申請範囲】
都市計画道路 地御前串戸線
事業範囲０.４km

【名称】
３・４・２２０号 地御前串戸線

都市計画事業認可とは、市町村が都道府県知事の認可を受けて、都市計画事業を施行することです。
都市計画事業認可の対象区間は廿日市市地御前一丁目2番14地先から廿日市市串戸四丁目12番
の延長0.4ｋｍです。
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６．都市計画事業承認/事業認可

（２）周知措置について

周知措置として、以下の２つを実施します。
・都市計画事業に関する説明会【本説明会】
（都市計画法施行規則第５４条）
・周知看板の設置（都市計画法施行規則第３８条の３）

〇事業の施行について周知させるための措置（都市計画法第６６条）

都市計画事業の認可又は承認の告示後は、(1)建築等の制限(法第６５条)、
(2)土地建物等の先買い(法第６７条)、(3)土地の買取請求(法第６８条)など、

住民の財産に制限が働くので、その旨を周知する必要があります。都市計画法

第６６条は、施行者に対し事業の施行について、周知義務を課したものです。
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６．都市計画事業承認/事業認可

（３）制限等について

（１）建築等の制限(都市計画法第６５条)
事業地内の土地建物等について、土地の形質の変更、建築物の建築、工作物の建設、
移動の容易でない物件の設置や堆積を行う場合は、許可が必要となります。

（２）土地建物等の先買い（都市計画法第６７条）
施行者公告以降は、事業地内において土地建物等を有償で譲渡する場合には、
事前に買い主や予定金額等を施行者に届けて頂く必要があり、施行者が届出金額で
買取りを決定したときは、届出人と施行者との間で、土地売買契約が成立したものと
みなします。

（３）土地の買取請求（都市計画法第６８条)
事業地内の土地で収用の手続きが保留されている土地の所有者は、施行者に対し、
その土地を時価で買い取るよう請求できます。買い取る土地価格は所有者と施行者が
協議をして定めることとされています。

事業地 事業地 事業地

土地の形質の変更 建築物の建築

盛土

上記の場合、広島県知事または廿日市市長の許可が必要

工作物・建物
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６．都市計画事業承認/事業認可

○事業承認/事業認可による制限の内容を広く周知するため、
周知措置看板を事業用地の周辺に設置させて頂きます。

（４）周知看板の設置について

周知措置看板 看板設置箇所

フェンスへ取付

周知看板設置候補箇所③：地御前ハイツ横調整池付近

護岸へ取付

周知看板設置候補箇所①：木材港南２番交差点付近

ガードレールへ直接固定

周知看板設置候補箇所②：地御前出入路（仮称）交差点付近



59

７.用地補償の流れ

国土交通省 広島国道事務所
廿日市市
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７-１.用地測量及び物件調査の内容等

③都市計画事業承認
都市計画事業認可

①現地作業の説明会 ⑩補償説明・契約締結

②測量・地質等調査

⑥幅杭打設・復元測量

⑪物件移転・土地の引き渡し

④詳細構造の設計

⑤設計説明会

⑫工事説明会・工事着手

R7.6（今回）

R4
年
度

～

事業概要、現地調査のお願い等

※今後も必要な段階で説明会などを行う予定です。

基準点・地形測量や
地質調査等を実施

調査結果を元に、橋梁や切土
法面、機能復旧等の詳細構造を
設計します。

新しい道路に必要な
幅や、地元の方が
利用されている道路、
水路等について、
関係者の皆様に説明します。

現在

復元測量を行い、
用地幅杭を設置
します。

⑦境界立会
地権者の方に現地で用地幅杭
及び境界を確認していただき
ます。

⑧用地測量
立会頂いた境界の
測量を行います。

⑨物件調査
移転対象となる建物や工作物、
墳墓等の調査を行います。

調書の確認・補償金の算定を
経て個別に補償説明を行います。
協議が整いましたら契約を締結し、
国においてお譲りいただいた
土地の所有権移転登記を行います。

所有者の方において建物等の物件の
移転をして頂き、契約に基づき土地
を引き渡していただきます。

関係者の皆様に工事内容
を説明の上、工事に着手
します。

⑬完成・開通

R4.9

R7.2

R6.12

本日の説明
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①法務局備え付け資料等に基づく
土地境界の現地復元作業

②土地の境界の立会及び確認

③用地（境界）測量

〇用地測量について



①法務局備え付け資料等に基づく
土地境界の現地復元作業
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現地復元作業の内容

63

測量機器を用いて、法務局備え付け資料等の登記
情報に基づく土地の境界を復元するものです。

この測量作業により、
皆様の土地境界の目安
となる木杭もしくは金属
鋲を設置させていただき
ます。

現地作業員は腕章等を
着用します。



作業に伴う土地の立入りのお願い
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① 土地への立ち入りにあたっては、事前にお知らせした
うえで十分配慮して立ち入ります｡

② 花壇、畑は踏み荒らさないように十分配慮します｡また、
植栽又は耕作中の箇所については、支障とならない
位置に設置しますが、何らかの支障となる場合は、現
地の作業員や問い合わせ先に連絡してください。

③ 現地作業員は身分証明書の携帯及び腕章を着用しま
す｡

④ 作業車には現地調査中の

プレートを設置します｡

作業に伴い土地への立入りをさせて頂きます。

プレート例

令和７年度広島南道路廿日市工区○○地区外用地調査等
業務

測量作業中
発注者：国土交通省中国地方整備局広島国道事務所

周辺で測量作業中です。車両位置に不都合がございました
ら、お手数ですが下記携帯電話へご連絡いただければ直ち
に移動しますのでよろしくお願いいたします。

会 社 名 ：○〇〇〇〇株式会社
担 当 者 ：□□ □□
会社 TEL  ：0827-00-0000
携帯 TEL ：090-0000-0000



作業においての伐採のお願い

65

山林部の測量作業にあたって見通しの確保の為、下草刈
りや雑木の伐採、用材木については枝払い程度をさせて
頂くことがありますので、ご理解のうえあらかじめご了承
願います。

伐採状況



②土地の境界の立会及び確認
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１．現地復元作業で設置した仮の境界
（個人境界・官民境界）について、
現地にて確認し土地の境界を確定
します。
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２．土地境界立会・確認後、『境界
立会確認書』に境界について確
認した旨の署名押印をしていた
だきます。
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３.下記の事柄に当てはまる場合は現地に
て、調査員にお知らせください。

イ） 宅地・田・畑等で、他の方に土地を貸
しておられる場合

ロ） 土地を他の方に売却しているが、名義
を変えていない場合

ハ） 山林部分等で、土地の所有者と立ち木の
所有者が異なる場合



③用地（境界）測量
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１．土地境界確認後打設された境界杭
を、測量機器により測量作業を行
います。
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○物件調査について

巾杭設置と土地の境界確認を経て、広島南道路事業に必要となる土地
の範囲が確定します。
これにより、事業の対象となる土地の上にある建物・工作物等の物

件の調査を実施させていただきます。
具体な調査内容等につきましては今後、個別にご説明させていただ

きます。
なお、具体な調査日時につきましては、物件所有者の方のご都合を

お聞きし、今後調査会社より個々にご連絡し日程調整させていただく

ことで考えています。



７-２.実施時期と範囲について

73
75

業務名 会社名 工期 担当者 連絡先 業務内容

A 令和６年度国道２号廿日市地区用地調査等その１業務 ㈱オオバ 令和７年１２月２６日 井手正紀 082-218-1002
用地測量
物件調査

B 令和６年度国道２号廿日市地区用地調査等その２業務 ㈱エイト日本技術開発 令和７年１２月２６日 畑野和久 082-263-7754
用地測量
物件調査

Ａ
Ｂ
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○用地測量及び物件調査に関する連絡先

■用地測量・物件調査に関するご質問等

〒７３４－００２２ 広島市南区東雲二丁目１３番２８号
国土交通省 中国地方整備局 広島国道事務所
用地第一課 幸村（こうむら） 晴彦

山村（やまむら） 勇輝
木山（きやま） 賢人

電話番号 082 - 281 - 4153
ファックス 082 - 286 - 7898

〒７３８－８５０１ 廿日市市下平良一丁目１１番１号
廿日市市 建設部
用地課 末弘（すえひろ） 智靖

吉田（よしだ） 進一
楠見（くすみ） 範之

電話番号 0829 - 30 - 9179
ファックス 0829 - 30 - 1062
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※お問い合わせについて

１．電話
○ 国土交通省 広島国道事務所 調査設計課

担 当：玉國（たまくに）・北川（きたがわ）

電話番号：０８２－２８１－４１３６

○廿日市市

＜建設総務課＞

担 当：中田（なかた）、西本（にしもと）、江口（えぐち）、前迫（まえさこ）

電話番号：０８２９－３０－９１７０

＜施設整備課＞

担 当： 古和（こわ）、山﨑（やまさき）、加古山（かこやま）

電話番号：０８２９－３０－９１８１２．WEB
①「広島国道事務所」で検索 ②検索結果より、「国土交通省 中国地方整備局 広島国道事

務所」をクリック

③ホームページの右上の「お問合せ」をクリック ④「ご意見・ご質問等」にお問合せ内容を記入し、「送信する」を
クリック

広島国道事務所 🔍検索 国⼟交通省中国地⽅整備局広島国道事務所
道路に関するさまざまな情報を提供します。

２．クリック

１．お問合せ内容を記入

お手数ですが、以下のとおり記載して
いただけると幸いです。

＜広島南道路（⽊材港⻄〜廿⽇市）＞
●●●、■■■■〜

クリック


